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今
、
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
「ア
ズ
マ
ダ
チ
」
の
農
家
建
築
様
式
を
残
し
、

当
時
の
人
々
の
農
作
業
や
暮
ら
し
を
見
学
で
き
る
大
谷
博
物
館
は
、
小

矢
部
市
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
行
事
な
ど
に

も
参
加
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
無
料
に
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

 

 

12
月
議
会
初
日
の
12
月
９
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
全
員
協
議
会

で
、
上
田
市
議
は
「有
料
化
す
る
と
入
場
者
が
減
る
の
で
は
と
心
配
で
あ

る
。
入
場
数
と
収
入
は
ど
れ
だ
け
見
込
ん
で
い
る
の
か
」と
質
問
。
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
長
は
「一
般
の
方
は
、
２
０
１
８
年 

１
，
２
３
３
名
、
19
年 

１
，
１
５
９
名
、
20
年 

５
５
６
名
、
21
年 

６
７
５
名
の
入
場
が
あ
っ

た
。
収
入
は
コ
ロ
ナ
影
響
下
で
、
12
万
４
千
円
（２
０
０
円×

６
２
０
人
）と

試
算
し
て
い
る
」と
答
え
ま
し
た
。 

同
課
長
は
有
料
化
の
理
由
と
し
て
「第
３
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画

に
お
い
て
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」
を
あ
げ
ま
し
た
。 

小
矢
部
平
和
委
員
会
は
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
２
周
年
記
念
行
事
と

し
て
、
前
日
の
１
月
21
日
10
時
45
分
か
ら
、
ア
ル
ビ
ス
い
す
る
ぎ
駅

店
前
で
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
マ
イ
ク
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。 

  

平
和
委
員
会
を
代
表
し
て
堀
内
喜
亨
さ
ん
が
、
２
年
間
で
署
名
国
が

92
ヵ
国
、
批
准
国
が
68
カ
国
に
な
っ
た
と
報
告
。
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
略
戦
争
を
仕
掛
け
、
核
兵
器
を
チ
ラ

つ
か
せ
て
世
界
に
脅
威
を
振
り
ま
い
た
と
指
摘
、
核
抑
止
論
の
誤
り
を

告
発
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
こ
そ
、
戦
争
の
な
い
世
界
へ
の
正
し
い
道

筋
で
あ
る
と
主
張
し
、
日
本
国
民
は
被
爆
者
の
悲
願
を
受
け
止
め
て
、

し
っ
か
り
声
を
挙
げ
よ
う
、
ま
た
、
日
本
政
府
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
、
自
ら
も
加
盟
し
、
米
英
ロ
中
な
ど
の
核
保
有
国
に
も
こ
れ
に

加
盟
す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
、
と
求
め
ま
し
た
。 

小
矢
部
市
議
会
議
員
の
上
田
由
美
子
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
「
岸

田
政
権
は
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
持
す
る
と
し
て
防
衛
費
を
倍
増

さ
せ
、
暮
ら
し
を
支
え
る
予
算
を
減
ら
し
、
さ
ら
に
増
税
も
考
え

て
い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

農
民
連
の
代
表
は
、
戦
争
に
な
る
と
食
料
の
輸
入
が
困
難
に
な

り
、
自
給
率
37
％
の
日
本
は
飢
餓
に
苦
し
み
こ
と
に
な
る
。
戦
争

は
で
き
な
い
国
だ
か
ら
、
戦
争
に
な
ら
な
い
よ
う
に
外
交
交
渉
を

強
め
る
べ
き
だ
、
と
訴
え
ま
し
た
。 

「
大
軍
拡
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
９
条
守
れ
」
の

ボ
ー
ド
を
掲
げ
た
共
産
党
の
代
表
は
、
「
戦

争
に
つ
な
が
る
軍
事
対
軍
事
の
お
先
棒
を
担

ぐ
の
で
は
な
く
、
憲
法
を
活
か
し
た
米
中
へ

の
仲
介
外
交
こ
そ
日
本
国
政
府
の
や
る
べ
き

こ
と
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

12
月
議
会
に
大
谷
博
物
館
（
市
内
水
落
）
に
入
館
料
２
０
０
円
を
徴
収
す
る
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
案
に
つ
い
て
上
田
由
美
子
市
議
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
伺
っ
て
ま
わ
り
、
議
会
最
終
日
22
日
に
次
の
反
対
討
論
を
し
ま
し
た
。 

 
 

私
は
「
小
矢
部
市
大
谷
博
物
館
条
例
の
一
部
改
正
」
に
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。 

 

大
谷
博
物
館
の
建
物
は
、
２
０
１
３
年
に
大
谷
家
か
ら
小
矢
部
市
に
寄
贈
さ
れ
た
「
ア

ズ
マ
ダ
チ
」の
家
で
、
敷
地
内
の
す
べ
て
の
建
物
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
す
。
主
屋

に
は
、
「
農
村
の
暮
ら
し
」「
庶
民
の
く
ら
し
」と
し
て
家
財
道
具
の
展
示
が
あ
り
、
作
業
納

屋
に
は
、
昔
の
農
機
具
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
説
明
書
き
な
ど
は
ま
だ
ま
だ
工
夫
が
必
要

で
す
が
、
興
味
深
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
回
一
人
２
０
０
円
の
入
館
料
を
徴
収
す
る
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
20
人
以
上
の

団
体
は
一
人
１
６
０
円
で
あ
り
、
中
学
生
以
下
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
２
１
年
度
小
矢
部
市
決
算
に
よ
れ
ば
、
大
谷
博
物
館
の
管
理
運
営
費
は
２
９

０
万
８
千
円
で
す
。
収
入
見
込
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
場
者
数
か
ら
試
算
し
、
12

万
円
と
の
こ
と
で
す
。 

博
物
館
法
に
よ
れ
ば
、
第
２
条
に
、
「博
物
館
」と
は
、
歴
史
、
芸
術
、
民
俗
、
産
業
、
自

然
科
学
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
、
展
示
し
て
教
教
育
的
配
慮
の
も
と
に

一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、
云
々
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第
23
条
に
、
公
立
博
物
館
は
、

入
館
料
そ
の
他
博
物
館
資
料
の
利
用
に
対
す
る
対
価
を
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
あ

り
ま
す
。
但
し
書
き
は
あ
り
ま
す
が
、
原
則
は
無
料
と
し
て
い
ま
す
。 

 (

市
が
有
料
化
で
持
ち
出
し
た
受
益
者
負
担
と
い
う
理
由
付
け
に
対
し
て)

 

私
は
、
博
物
館
で
得
ら
れ
た
知
識
や
教
養
は
、
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
社
会
に

広
く
貢
献
す
る
と
思
い
ま
す
。 

大
谷
博
物
館
で
23
年
１
月
15
日
か

ら
２
月
28
日
ま
で
、
公
益
財
団
法
人
大

谷
美
術
館
主
催
の
イ
ノ
ベ
ー
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
事
業
企
画
に
よ
る
映
像
配
信
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
谷
美
術
館
、
遠
山

記
念
館
、
渋
沢
資
料
館
を
ネ
ッ
ト
で
結

ん
で
収
蔵
品
や
建
物
の
映
像
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
写
真
左
の
画
面
は
旧

古
河
邸
（現
大
谷
美
術
館
）
を
映
し
出

し
、
右
側
に
大
谷
さ
ん
の
写
真
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
新
企
画
で
す
が
、
ご
覧
に

な
っ
て
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
現
在

は
入
場
無
料
で
す
。 


